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環境資源から得られる便益
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利用価値と非利用価値

 利用価値

 環境資源を利用することによって得られる価値

 非利用価値

 環境資源を維持することにより得られる価値
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利用価値の分類

 直接的利用価値
 環境資源から直接得られる便益
 例： 水産資源・森林資源などの再生可能資源の価値

 収穫物は市場で販売することが可能であり、便益の評価
には価格情報を利用できる。

 間接的利用価値
 環境資源から間接的に得られる便益
 例： レクリエーションの便益

 市場を通してサービスを購入するわけではないため、価
格情報を用いて便益評価をすることは困難である。



2016/6/7 環境経済学９ 松本茂 5

海水浴の便益評価

 毎年夏に泊りがけで海水浴に行く人がいる。

 この人は晴れの日には10,000円の宿泊費を支払っ

て海水浴を楽しむ価値があると考えているが、雨の
日には宿泊をする価値はないと考えている。

 宿泊費を利用して海水浴の便益を評価するとしよう。

 夏の時期の平均的な降水確率が30％だとして、この
人の海水浴の便益を

（10,000×0.7）＋（0×0.3）＝7,000円
と評価できるだろうか。
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オプション価値とは

 人々はサービスを利用できる機会を確保してお
くため、しばしば追加的な費用を負担する。

 この追加的な負担額をオプション価値とよぶ。
 先程の例で言えば、この人は海に行ける機会をとっ

ておくために、7,000円以上のお金を使って宿泊施設
を予約することとなる。

 環境資源についても、そのサービスを利用でき
る機会を確保するために追加的な負担をするこ
とが予想され、便益評価に際してはそうした価値
を評価する必要がある。
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準オプション価値

 環境資源利用の不可逆性により生ずる環境保
護の価値

 経済発展と環境保護で既に説明済み
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遺産価値

 現役世代が環境資源の利用に価値を見出さな
いとしても、将来世代が価値を見出す可能性が
ある。

 例： 新薬の開発

 将来世代が環境資源を利用できるように維持し
ておくことにより発生する価値を遺産価値と呼ぶ。
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存在価値

 将来とも環境資源を利用する可能性が全くない
としても、環境資源を保護する価値がある場合も
ある。

 例： 生態系保護の価値

 一定の状態で環境資源を存在させておくことに
より発生する価値を存在価値とよぶ。
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環境評価法の分類
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環境評価法の選択

 どの様な環境サービスを対象にするか、

 どの様な環境価値の評価を目指すかにより、

利用すべき環境評価法は異なってくる。
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直接支出法

 環境と代替的な関係にある支出項目を見出し、
その支出の変化を分析し、環境改善の便益や環
境悪化の費用を計算する方法
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直接支出法
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直接支出法の分析手順

 仮説の設定
 環境条件の変化により、どのような社会的費用・便益が発生し

ているかを仮定する。

 例： 大気汚染により、健康被害が増大する。また、健康被害
の増大は医療費の増加につながる。

 データの収集
 環境指標 例： 大気汚染 SO2, NOx, PM の濃度

 代替指標 例： 健康被害患者の人口比率

 統計分析
 環境指標と代替指標の関係を調べる。統計分析の結果を利用

して社会的費用・便益を推計する。
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適用効果法（Dose Response 
Method）による分析

 環境条件と疾病状況の関係を分析する方法
 PDi ＝ a + b・Ａi

 PDi ＝地区 i における健康被害患者の人口割合

 Ai ＝地区 i における大気汚染濃度

 a, b ＝パラメータ
 b ＝大気汚染濃度が悪化することにより、健康被害患者がどれだけ増

加するかを示す値

 Ｃａｖｅａｔ：

 線形モデルは妥当か
 有毒物質の評価（閾値がある場合とない場合）

 環境基準の設定
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健康被害状況の変化

 環境条件の変化により、健康被害患者の発生状
況がどの様に変化するかを地域毎に調査する。

 ΔHｊ = b・ POPｊ・ΔA
 ΔHｊ ＝地区 j における健康被害患者の変化数

 b ＝適用効果法で求めたパラメータ

 ΔA ＝大気汚染の変化

 POPｊ ＝地区 j の人口
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直接支出法の例

健康改善効果 回避することの出来る患者数（中間ケース）

幼児死亡 1,200
病院利用 2,000
救急病棟利用 6,330,000
日常活動制限 104,000
呼吸器疾患 104,000
喘息発作 464,000
呼吸器困難 31,000,000
慢性気管支炎 9,600

出所： Ostro, B. “Estimating the Health Effects of Air Pollutants: A 
Methodology with an Application to Jakarta,” 1994, World Bank
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直接支出法の強みと問題点

 強み

1. 調査のための情報の入手コストが安い。

2. 明白な社会的費用を対象とするため利用結果は政策
合意を得やすい。

 問題点

1. 支出と環境が実際に代替されている場合に利用が限
定される。

2. 代替指標の選択により、結果が大きく作用される。


